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グルメ王国 ~ 台湾 ~
蔡 承亨

　先日、国際研究会で台湾に行ってきました。
世界各国の研究者が集まり、大変刺激を受けま
した。研究会中で一番びっくりしたのは休憩時
間に出てくるお茶菓子。発表の合間合間にコー
ヒー・ブレイクと言って、研究者同士が議論し
たり、トイレ休憩する時間があるのですが、そ
の時に出てくるお茶菓子が豪華 !! シュークリー
ムに、フルーツタルト、苺のロールケーキ、フ
ルーツ盛り…さすが台湾 !! これまで色んな研
究会に参加したことがありますが、ここが一番
美味しかったです。

 そんなグルメ王国 - 台湾なんですが、皆さん
が台湾に訪れたときに是非とも食べていただき
たいものが 3 つあります。
 まずは言わずもがな「小龍包」です。口の中
でジューシーな肉汁が溢れ出ます。これは絶対
に外してはいけません。そして「牛肉麺」。軟
らかい牛肉はもちろん美味しいのですが、何

と言ってもあっさりしたスープが絶品！気づ
いた時には全部飲み干していますよ。最後に

「鱔
シャンユーイーメン

魚意麺」。これは実はあまり日本人には知ら
れていないマイナーな食べ物ですが、屋台に行
けば食べることができます。鱔魚とは田ウナギ
のことで、歯ごたえのあるウナギのような食感
がします。これと玉葱、にんにくで炒めた餡を
揚げ麺に絡めて食べるのです。この甘酸っぱい
とろみがやみつきになることでしょう !! さら
に美食を極めたい方は台南に行くことをオスス
メします。台南は台湾の中で最もグルメな町で
す。
　今、格安航空券を使えば往復 2, 3 万円程度
で台湾に行けちゃいます。東京 - 大阪間の新幹
線代よりも安く行けたりします。皆さんも是非
美味しいものを食べに台湾に行ってはいかがで
しょうか。
　食べ物の話をしていたらお腹が空いてきまし
たね。さて、ホルモンうどんを食べに行こうか。

（さい しょうこう・博士課程後期１年）

台湾での国際研究会、コーヒー・ブレイクのテーブル

鱔魚意麺
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誰でも自宅で研究観測
　今や日常生活においても必須となったイン
ターネット。パソコンに限らず携帯電話やス
マートフォンからの利用、あるいは自分で意識
していなくてもあらゆるところでインターネッ
トが活用されています。インターネットによっ
てやり取りされる情報量は膨大であり、この中
から必要な情報を探し出すだけでも大変です。
そんなときに便利なのが自動的に散在する情報
を収集してデータベース化した検索サイトで
す。私たちはここでキーワードを入力するだけ
で関連した情報を引き出すことができます。近
年、同じようなことが天文観測の世界でも可能
になっていますので、簡単に紹介したいと思い
ます。

観測データのデジタル化
　私たちが天体の観測研究を進めるとき、まず
最初に行うことは、対象となる天体についてこ
れまでにどのような観測が行われ、どういった
ことが知られているのか、などを文献で調べる

ことです。昔は図書館へ行って書庫にある過去
の研究論文などを探していたのですが、今では
インターネットを使って簡単に論文を検索し、
大半はそのまま読むこともできます ( 例えば
NASA の Astrophysics Data System ADS
など：1)。
　その上で、対象天体について調べるための観
測がまだ十分行われていないと思えば、新たな
観測の計画に入ります。天体の素性を調べるた
めには、多種多様な観測が必要です。例えば、
私たちの目に見える光（可視光）で見た場合と、
X 線や赤外線で見た場合では全く違う姿を見せ
る天体もあります（図１）。
　また、刻一刻と様子を変える天体であれば、
時刻を変えて観測することによってどのように
変化するのか探ることができます。天体観測で
使われるカメラなどは写真乾板から CCD カメ
ラに代わり、得られる天体の画像ファイルはす
べて計算機のハードディスクに保管されるよう
になりました。観測データのデジタル化によっ
てデータの持ち運びや解析、保管場所の確保な

本田 敏志

データベース天文学とバーチャル天文台

図１：X 線、可視光、赤外線、電波でみた、かに星雲。画像はシカゴ大学より。
http://ecuip.lib.uchicago.edu/multiwavelength-astronomy/index.html
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どで格段に利便性が上がりました。

観測データは宝の山、みんなで使おう。
　各観測所で保管されている観測データは、し
ばらくの期間は観測者だけが独占できますが、
その後誰もが使えるようにインターネットを通
して公開される場合がほとんどです。国立天文
台のすばる望遠鏡の観測データも観測してか
ら 1 年半経てば原則すべて公開されます ( 国立
天文台のデータアーカイブシステム SMOKA：
2）。ある目的のために観測されたデータでも、
別の観点から調べると新しい発見があったり、
その後行われた別の観測データと比較すること
によって当初は見えなかったものが浮かび上が
ることがあるためです。とりわけ、衛星による
観測データはとても貴重なので、観測データを
公開することを前提に計画されていることが多
いです。また、近年は専用望遠鏡を使って全天
を観測するような大規模な観測が行われ、調べ
たい天体についてはなんらかの情報が得られて
いる場合がほとんどとなってきました（スロー
ン・デジタル・スカイサーベイ SDSS 等：3）。
さらに、観測データを解析し、引き出された各
種天体情報についても、文献として出版される
と共にインターネットでカタログ化されて公開
されます。こうなってくると、新しく観測する
までもなく、各観測所に保管されているデータ
を集めて調べるだけで、新しい観測研究を進め
ることができるのです。

データの海に溺れないために
　今では世界中の観測所で保管されている観測
データは膨大な量となり、しかも日々爆発的に
増加しています。その上、インターネット回線
も太くなり、大量のデータ転送も可能になって
いますし、データを解析する計算機の能力も
数年前では考えられないくらい上がっていま
す。一方、人間の処理能力は限られており、観

測データの山から必要な情報を探し出し、解析
を行うことは極めて大変な作業です。そこで、
重要となってくるのが各観測データについての
情報（メタデータ）をまとめて一元化した情報
です。ほとんどの観測所では、メタデータを作
成してデータベース化し、どういった観測デー
タを保管しているか簡単に検索できるような
システムの開発を行っています。このような仕
組みが出来上がってくると、今度は世界中に分
散配置された観測データのメタデータを統合し
て、世界中のありとあらゆる観測データを使っ
て簡単に観測研究を進めることが可能になって
きます。そこで、情報学、計算機科学の技術を
利用して、分散配置されたデータベースをあた
かも一つの巨大データベースとして見せるため
のシステムとして、バーチャル（仮想）天文台
(Virtual Observatory VO :4) が開発されてい
るのです。

実際の観測とバーチャル天文台での観測
　実は、実際の観測とバーチャル天文台での「観
測」を比べてみると、それほど違わないことが

図２：スローン・デジタル・スカイサーベイによる、宇宙の
銀河マップ。

（画像は SDSS のホームページより）
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わかります。私たちはなゆた望遠鏡で観測する
時、観望会の時と違って望遠鏡を直接のぞくこ
とはなく、隣の部屋にある計算機に向かって観
測天体の位置情報や観測装置の設定を入力する
のです。すると、この情報が望遠鏡や観測装
置を制御する計算機に伝えられて、観測が実行
され、観測者は向かっている計算機にデータが
表示されるのを待つことになります。そして得
られたデータから観測装置の特性やノイズなど
を除去する処理を行った後、ようやく研究を進
めるための観測データとなります。これがバー
チャル天文台だと、インターネットにつながっ
たパソコンに向かって、観測天体の情報を入力
します。すると入力した情報がデータベース内
のデータを検索し、一致するものがあれば即座

に表示されます。もちろん、可視光に限らず X
線や赤外線、電波など様々な光（多波長）の観
測データについても同時に得ることができま
す。もし、ここで世界中の観測データを探して
も欲しい天体情報が得られなければ、実際の観
測を行えば良いことになるのです。さらに、バー
チャル天文台には観測データを解析するための
機能もありますので、データの解析や、様々な
データとの比較までバーチャル天文台で行い、
最終的に得られた結果だけをダウンロードする
ことで研究のスピードアップも期待できます。
　このようにバーチャル天文台を使えば天候に
関わらず、観測時間も必要とせず、どこからで
も誰でも、自由に世界中の観測データを使うこ
とができるのです。もちろん、バーチャル天文
台での観測はタダですし、アマチュア天文家や
教育目的の利用も想定してさらなる開発が続け
られています。さて、皆さんもちょっと観測し
てみませんか？

（ほんだ さとし・天文科学研究員）

1: http://ads.nao.ac.jp
　　　　　　　/abstract_service.html

2: http://smoka.nao.ac.jp/index.ja.jsp

3: http://www.sdss.org/

4: http://jvo.nao.ac.jp/

図３：世界中に分散する観測データへのアクセス。（資料提
供国立天文台）

図４：バーチャル天文台（JVO）でアルマ望遠鏡のデータ
を「観測」。（資料提供国立天文台）
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ションで、「地球照の偏光観測」について発表
しました（内容は本誌 2013 年 5 月号参照）。
発表後、3-4 名から質問の挙手があり、ある程
度の関心を持ってもらえたかな、と感じました。
　2013 年 6 月にオーストラリアで開催さ
れた AOGS で知り合いになった Padma A 
Yanamandra-Fisher さん（本誌 2013 年 7 月
号参照）と再会できました。Padma さんが偏
光セッションの発表者を集めたランチ会を企画
してくださいました。おかげで他の研究者とお
話しする機会がありました。その中には以前か
ら注目していた研究者もいます。国際研究会の
魅力のひとつは、国際的なネットワークをつく
ることができる点です。その意味でも、AGU
参加は満足できる収穫がありました。

今回の AGU 参加にあたっては、天文学振興財
団から渡航の支援を受けました。厚くお礼申し
上げます。

（たかはし じゅん・天文科学研究員）

　2013 年 12 月にサンフランシスコで開催さ
れた AGU（アメリカ地球物理学連合）秋季大
会に参加してきました。
　とにかく規模の大きい大会でした。地球科学
から惑星科学に至るまで幅広い分野を網羅し、
22,000 人以上の研究者が参加したそうです。
同時並行で、さまざまなテーマの無数のセッシ
ョンが開催されます。
　私も選択に迷いながら、惑星科学のセッショ
ンや特別講義を回りました。その中でも特に印
象に残ったのは、David H Grinspoon さんに
よる講義です。惑星史的な観点から考える「科
学の役割」という高尚なテーマですが、ユーモ
アを交えながらのお話で聞きやすかったです。
さすがカール・セーガンの教え子。人類が地球
に及ぼす変化には「意図しない（制御できない）
変化」と「賢く意図した変化」の 2 種類がある（現
在の変化は前者）という捉え方は、言われてみ
るとその通りですが、新鮮味を感じました。
　さて、私は「偏光観測」をテーマにしたセッ

アメリカ地球物理学連合の大会で
研究発表をしました 高橋 隼

AGU 会場のひとつ
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図 2　ラブジョイ彗星。右下のドームはケック望遠鏡

図 1　すばる望遠鏡の観測室にあるてるてる坊主

すばる望遠鏡で観測してきました
高木 悠平

　昨年の 12 月初旬にすばる望遠鏡で観測を行
ってきました。6 月に続き（宇宙 NOW2013
年 7 月号参照）年に 2 回、合計 6 夜も観測が
できるという贅沢な思いをさせてもらうことが
できました。
　前回の観測は 3 夜すべてが快晴だったので、

「さすがに今回はそううまくは行くまい…」と
思いつつハワイへ旅立ちましたが、1 夜は濃霧
に包まれたものの、残り 2 夜はほぼ雲ひとつ
ない中で観測できました。晴れた 2 夜は埼玉
大学の大朝さんらと共に観測していました。彼
女らが好天を運んできてくれた…のかもしれま
せん。
　すばる望遠鏡の観測室にはたくさんのてるて
る坊主が飾られています（図 1）。国立天文台
が主催した子供対象のイベントで、たくさん作
ってもらったものを飾っているそうです。日本
人にはなじみ深いてるてる坊主ですが、アメリ
カ人の望遠鏡オペレータさんにとっては珍しい
もののようです。「逆さに吊るすと雨になると

も言われているよ」と伝えると、なにやら興
味を持ったようで、パソコンでてるてる坊主に
ついて調べ始め、「Wikipedia のてるてる坊主
のページにすばるのてるてる坊主が載っている
ぞ！」と喜んでいました。Wikipedia の写真を
見て「すばるのてるてる坊主だ」と気づく人は
なかなかマニアックな人だと思います。
　さて、この観測は 12 月 4、5、7 日に予定
されていたので、「マウナケアの山頂でアイソ
ン彗星を見られる！」という期待もしていまし
た。観測の準備をしながらカメラを持っていく
ことも考えていると、本田研究員に「あんまり
期待してると肩透かし食らうよ」と言われてい
たのですが…その後アイソン彗星がどうなった
かは、皆様もよくご存じのことだと思います。
予言が大当たりしてしまったようです。残念で
したが、ラブジョイ彗星は見ることができまし
た（図 2）。
　2013 年はすばる望遠鏡でかなりの量のデー
タを取得できましたので、その結果を本誌で皆
様に紹介できるよう、精進してまいります。

（たかぎ ゆうへい・天文科学研究員）
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新星爆発で分子が作られた

新井 彰

　新星は大きく明るい星のように見える爆発
現象で、初期の明るい頃は表面温度が 7000
度〜 1 万度もの高温になると知られています。
そのような新星において京都産業大学の長島
雅圭さん（大学院生）らと西はりま天文台の
筆者からなるグループは、へびつかい座の新
星 (V2676Oph) の可視分光観測から、この新
星の表層に炭素分子 (C2) とシアン分子 (CN)
が生成された証拠を捉えました (Nagashima 
etal. 2014, ApJL, 780,26)。これまで新星で
のシアン分子の検出はわずか一例（1934 年の
ヘラクレス座新星）で、炭素分子は初めてのこ
とです。新星のような高温環境では分子は存在
できず、原子やイオンに分解されるはずです。
どうして今回研究された新星で分子が検出され
たのでしょうか？そこには新星爆発初期に起こ
る「鉄のカーテン期」が関係しています。「鉄
のカーテン」は第二次大戦直後のヨーロッパと
ソ連の政治関係を例えた用語ですね。新星の分

注目の話題を解説！

FOCUSAstro 

野では、新星の内部からの紫外線が表層付近で
鉄など金属イオンに吸収され、それほど表面温
度が上がらない時期を「鉄のカーテン期」と呼
んでいます。研究グループはこの時期にガスの
温度が下がり、分子ができたのではないかと推
測しています。
　また、新星は隕石に見つかっているプレソー
ラー粒子（太陽系形成前粒子）に含まれる窒素
同位体（少し重たい窒素 15N）の供給源である
という理論予想があります。今回の観測で窒素
を含むシアン分子（CN）が新星で検出された
ことで、原子スペクトルだけでは推定困難な窒
素同位体の放出量を調べるための道が拓ける可
能性があります。新星の初期段階はめまぐるし
く温度や密度などが変化するため全容理解は容
易ではありませんが、今回の研究成果は、新星
爆発初期のガス放出現象やダスト生成現象の機
構解明に繋がると期待されます。

（あらい あきら・天文科学研究員）

炭素分子が見つかった新星の可視光スペク
トル ( 赤、緑 ) と低温度星のスペクトル（ピ
ンク）。グラフの横軸は波長 (nm)、縦軸は
各波長での相対的な明るさ。まず、赤色のス
ペクトルに注目してほしい。炭素分子（C2）
とシアン分子（CN）の分子吸収帯が、数十
nm の幅の凹みを作っている。緑のスペクト
ルはその２日前のスペクトルである。２日
前には分子の吸収帯はみられなかったこと
から、新星の表層で急速な分子形成が起こっ
たことが分かる。同様の吸収帯が見られる一
般的な低温度星のスペクトルと比較すると、
高温のはずの新星で一時的に低温度星のよ
うなスペクトルを示したことがよく分かる。

（Nagashima et al., 2014,  ApJL, 780, 26
より引用）
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鳴沢 真也スタッフ活動日記　 1 月

★ 1 日（水）　この職場に勤務して 19 年目の
年がスタート。初めて大撫山からの初日の出を
見る（先月号裏表紙の写真）。80 人ほどの一
般の方も見に来られていた。いい年になります
ように。
★ 4 日（土）　今年の初出勤、初観望会当番。
参加された家族２組に木星を見てもらう。
★ 5 日（日）　観望会、フランス人の方を含む
30 名程の参加。冬としては珍しい良好シーイ
ング。しかも、木星の大赤斑がほぼ中央に来て
いた。「これは台風のようなものです」と解説
したら「何ヘクトパスカルですか？」と問われ
る。う〜ん、難問。
★ 6 日（月） NHK ラジオ第１『す
っぴん』で昨年 11 月に出版した
著書「宇宙人の探し方」が紹介さ
れる。
★ 8 日（水）　伊藤センター長は
東京、石田副センター長は京都へ
それぞれ出張。坂元専門員と田中
事務員は 12 日のお餅つきの臼と
杵をかりに役場上月支所へ。
★ 9 日（木）　昼間に突然の吹雪、太陽モニタ
ー望遠鏡のドーム自動緊急クローズ。
★ 11 日（土）　今年初の友の会例会。高木研
究員によるアイソン彗星についての講話など。
★ 12 日（日）　恒例の例会お餅つき大会。
★ 16 日（木）　宇宙 NOW １月号の郵送用袋
入れ作業。途中で坂元専門員は別件で郵便局へ。
石田副センター長は講義へ、木南事務員は接客
で作業から離脱。とうとう最後は森鼻研究員と
私の二人だけでやることに・・・。
★ 20 日（月）　理学部の３回生向けの研究室
紹介。
★ 21 日（火）　プロジェクト学習で本田研究
員が附属中学へ出向。ロンドン大学天文台で

M82 銀河に超新星が発見される。
★ 23 日（木）　東京 FM が来台、インタビュ
ーを受ける。楽しい収録で 30 分くらい話した
が、実際の放送は４分程度とのこと。小型人工
衛星を開発している香川大学の関係者らが来
台。衛星観測予定の新井研究員と打合せ。観
望会は最高シーイング。木星の縞が最低７本
見える。シリウスの伴星も余裕で確認できた。
M82 銀河に出現した超新星もオレンジ色に輝
いていた。
★ 24 日（金）　観望会で「ソンブレロ銀河と
いうのは、メキシコの帽子からのネーミングで

す」と解説したら、参加者の中に
メキシコ人の方が。盛り上がる。
★ 25 日（土）　「正しい宇宙人の
探し方」と銘打って静岡大学浜松
キャンパスで講演。
★ 27 日（月）　圓谷講師、最近
は教育資料用の天体撮影に凝って
いる。今日は馬頭星雲を撮影（下）。
★ 28 日（火）　国立天文台の竹
田洋一氏、なゆたでの公募観測に。

★ 30 日（木）　佐用町のケーブルテレビでキ
ラキラ ch が復活することに。第１回目の出演
は伊藤センター長。インタビューを受ける。
★ 31 日（金）　60cm のドームの修理にメー
カー来台、高橋研究員が「監督」。
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西はりま天文台北館の 60 センチ望遠鏡を使って昼間に見える明るい星や、太陽観察用の望遠鏡で太
陽を観望します。悪天候の場合は同南館の「なゆた望遠鏡」をご案内いたします。

【時間】
　1 回目：13 時 30 分から
　2 回目：15 時 30 分から

【場所】
　天文台北館 4 階観測室

【対象】
　一般（参加無料、申し込み不要）

【お問い合せ】
　天文台 0790-82-3886

春休み期間の「昼間の星と太陽の観察会」
3 月 21 日（金）〜 4 月 7 日（月）　毎日開催

　望遠鏡を購入したものの使い方がいまいちわからない。望
遠鏡を買いたいんだけど何を参考にして選んだらいいんだろ
う。自分の望遠鏡を持ちたい、使えるようになりたい。そん
なみなさんのお悩みを解決する講習会です。ご自身の望遠鏡
を持ってきていただければその使い方をスタッフとともに練
習することもできます。
　日時：3 月 15 日（土）
　　　　16:00 〜 21:00
　＊なゆた望遠鏡での観望会には参加できません。

　定員：20 名（要申込）
　参加費：無料

望遠鏡にチャレンジ

　申込：氏名、電話番号、住所、参加予定人数と、機材を持ち込まれる場合はその機種を電話または
　　　　メールでご連絡下さい。　　　電話：0790-82-3886　メール：harima@nhao.jp
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3/8

＃友の会会員の特典のお知らせ
友の会の方は来園時に会員カードご提示で
　　　☆　『喫茶　カノープス』の飲食代　10％ OFF
　　　☆　ミュージアムショップ『twinkle』でのお買い物 1000 円以上で　10％ OFF
になります。ぜひご活用ください。

例会のお申し込みの締切は、グループ用ロッジの場合、通常１週間前の土曜日です。天気の
具合もありますが、基本を守っていただき、
直前のお申し込みや、やむを得ない場合を除いてのキャンセルは控えていただくよう
お願いいたします。
なお食事のお申し込みをされた場合、
３日前までは無料、２日前 20％、前日 50％、当日 100％のキャンセル料
をいただきますのでご了承ください。

友の会例会、お申し込みのキャンセルについて

第 143 回 友の会例会　　※友の会会員限定
日時：3 月 8 日（土）18：30 受付開始、19：15 〜 24：00
内容：天体観望会、テーマ別観望会、クイズ、交流会など
　テーマ別観望会
　A: なゆた望遠鏡で春の銀河を見よう
　B: 60cm 望遠鏡で火星を見よう
　C: ちょっとメシエマラソン
費用：宿泊 大人 500 円、小人 300 円（グループ棟の場合）
　　　※今年度は友の会から宿泊料金の助成があり、シーツ代込の料金です。

　　　朝食 500 円  ( 希望者 )
申込：申込表 ( 右表 ) を参考に、下記の方法でご連絡下さい。
　電話：0790-82-3886　FAX：0790-82-2258
　e-mail：reikai@nhao.jp（件名を「Mar」に）
締切：グループ棟泊、日帰り　3 月 1 日（土）　
　　　家族棟宿泊　　　　　　2 月 22 日（土）

例会参加申込表
会員 No.　　（　　 ）　氏名 （ ）
宿泊棟 家族棟ロッジ ／ グループ用ロッジ
 大人 小人 合計
参加人数 （　） （　） （　）
宿泊人数 （　） （　） （　）
シーツ数 （　） （　） （　）
朝食数 （　） （　） （　）
 男性 女性
部屋割り （　） （　）
グループ別観望会の希望 （　）

4/12 友の会観測デー　　※友の会会員限定

日時：4 月 12 日（土）19：00 受付
内容：60cm 望遠鏡を使って様々な観測体験をします。技術や知識を身につけ、サイエンス

ティーチャーとして活躍する方も誕生しています。天体写真を撮ることもできます。
費用：宿泊…大人 750 円 小人 250 円　シーツ代は別途 250 円　※朝食の申し込みは不可
場所：天文台北館 4 階観測室
定員：20 名
申込：申込表 ( 右表 ) を参考に、下記の方法でご連絡下さい。
　電話：0790-82-3886　FAX：0790-82-2258
　e-mail：tomoobs@nhao.jp（件名を「Apr」に）
締切：4 月 5 日（土）

観測デー参加申込表
会員 No.　　  （　　 ）　氏名　（　　　　　）
参加人数 大人（　） 小人（　）
宿泊人数 男性（　） 女性（　）
当日連絡先 （　               　　　　）
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3 月のみどころ 今月号の表紙
木星は今月も見頃です。オリオン星雲はもうそろそ
ろ見納めになります。春休み期間中を目処にお越し
下さい。東にはしし座に続いておとめ座も見えてき
て、通な人にとっては系外銀河の観測時期がやって
きています。

新しくなった「ほしまる」
みんな、こんにちはまる〜。ボクが地球にやってき
て 20 年近くが経ってたまる〜。体もあちこち痛んで
きたので、このあいだ、オリオン座の母星に帰省して、
地球でも最近実用化されそうな『再生医療』技術で
体を新しくしたんだまる〜。
ちょっと調子に乗って若返りすぎちゃったけど、こ
れからもよろしくまる〜。

星
ほしぞら

空

木星

カノープス


